









                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  







れており，睡眠時に繰り返し起こるリズム性咀嚼筋活動（rhythmic masticatory muscle activity：以下RMMA）に伴
う歯ぎしりを特徴とする．発生率は成人では5～8％とされ，性差は無く，中高年以降で減少する．臨床的問題点とし





















年齢：24.3±2.5歳［21-30歳］，BMI：20.2±1.8 kg/㎡）とした．被験者には，主観的睡眠の質を問うPittsburgh sleep 
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論文審査の結果の要旨 
 
 本研究は，睡眠構築が比較的健康と考えられる若年者から睡眠時ブラキシズムを有する
被験者を選出し，閉塞性睡眠時無呼吸の有無によって 2 群に分け，両群間で睡眠時ブラキ
シズムと睡眠時無呼吸の生理学的関連を調べたものである． 
その結果，無呼吸・低呼吸イベントが睡眠時ブラキシズムを有する被験者の睡眠構築の
調節機能に与える影響はほとんどなく，無呼吸・低呼吸イベントと咬筋イベントであるリ
ズム性咀嚼筋活動が時間的に近接する頻度は高くないことがわかった．また，逆に咬筋イ
ベントが呼吸の安定性に影響を与える可能性も考えられたが，両イベントの好発睡眠段階
は異なっていた．したがって，咬筋イベントが好発する睡眠段階に無呼吸・低呼吸イベン
トが増加すると，結果的に両イベントが近接する確率が上昇するものと考えられた． 
以上の研究成果は，睡眠時ブラキシズムに発生するリズム性咀嚼筋活動と閉塞性睡眠時
無呼吸に発生する無呼吸・低呼吸との間に生理学的に直接的な因果関係が存在する可能性
は低いことを示すものであり，本研究は博士（歯学）の学位に値するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
  
